
方て
研
究

動

向

昭和田・
日
年の
方言研
究の
動向はどうで
あっ
たか 。
方言研究の
主

流をな
す記述研
究は 、
関心が
音韻・
文
法か
ら語
裁に
移っ
たと
息わ
れ

るほ
ど 、
語
梁研
究がさ
かんに
なっ
て
きた 。
そして
音韻・
文
法に
して

も 、
語
設に
して
も 、
歴
史的な
変化を
問題にした
り 、
文化的な
問題や

社
会的な
背景を
考
慮した
研
究が
多くなっ
て
きた 。
乙
れは
記述研
究が

単なる
記述に
とどま
らず 、
言語現
象がどの
よ
うな
原因や
条件で
起乙

るの
か
とい
う問題とか
らめて研
究しよ
うとするもの
で 、
それだけ研

究が
成熟した
とみ
られ 、
好ましい
傾向である 。

言語
地理学的な研
究もひ
きつ
づ
いて
さかんで
あっ
た 。
語
誌を
問題

と
する
論考
も多い
が 、
文法事
象に
関する全
国的な研
究が出はじめ
た

乙
と
は一
つ
の
動向と
して

注目さ
れる 。
狭
い
地域を研究
するときも 、

『日
本言語
地図』
と
関
連して
論議や
考察を深め
るの
が目
立っ
てい
る 。

乙
れはやは
り 、
次の
段
階の
全
国的な
視
野での
言語地理学の
胎動と
み

てよ
か
ろ
う 。

大きな
うね
りの一
つ
に
社
会言語
学的な研
究がある 。一言語
総
体の
変

動を
社
会文化の
変化に
応じて
と
らてよ
うとする
学問で
あるが 、
敬
語

方

中

本

矢口
同

正

や
特徴的な語や
表現をとりあげ 、
大都市およ
びその
周辺で
調査研究

が
実施さ
れ 、
多くの
発表がなされた 。
ζ
の
研究には
膨
大なデl
タの

処理にコ
ンピュ
ーターが

使われ 、
その
面
で
の
開発も精力的になさ

れ 、
多くの
成果を残した 。

一
般に 、
方言の
衰退や
崩壊を心配する
声が
聞かれて
久しい 。
失わ

れい
く

方
言につ
いて 、
基礎
資料の
収集調査が大小さまざまな形で
実

施さ
れ 、
報
告された 。
一
方で
は 、
テレビ
の
影響や
共通語化につい
て

の
調査研
究が
深まっ
て
きた 。
そ
して
当然のととだが 、
一
般社会に 、

方言の
よさを
真剣に
見直そ
うとする
雰囲気が
現われてきてい
る 。

不思
議なと
とに 、
変形文法は成熟期をむかえたに
もかかわらず 、

一
邸ア
クセン
トに

試み
られたに
すぎず 、
他の
分野の
研
究に
浸透しな

かっ
た 。
新言語理
論に
鋭く感応する
方言研
究に 、
紹介されて
十余年

を
経た
今日 、
ほ
とん
ど反応がない
とい
う乙
とは 、
と
れはやは
り 、
言

語
を
分析するにつ
いての 、
理論的な
限界があるか
らで
あろうか 。

二 、
研
究
会・
共
同
研
究

日
本方言研究
会は
第ω
回学習院
大
学 、
第包
囲
信州
大学 、
第沼
田甲

南
女子大学 、
第羽
田広島大学で
開かれ 、
充実した
研究発表と
討論が
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なされた 。
「構造」
よ
り「変化」
をあつ
かっ
た
研
究が
多い 。
第鉛
回は

研
究会の
節目
とい
うと
とで 、
講演「方言研
究の
回顧
と展望」
が
加わ

っ
た 。
雑誌『方言』
のと
ろを
回顧し 、
展望を
関と
うと
する
もので 、高

藤武
馬「『方言』
今
昔談」 、
金回一
春彦「あの
頃の
方言学界」
は
聴衆

をひ
きつ
けた 。
講演は第幻
回 、
大田栄太郎「
方言研究の
回顧
|l『メ

ダ
カ
乃
方
言』
の
出
版
ま
で
」
(
『
言
語
生
活
』、

昭
日
・

2
K
掲
載)

と
つ
づ
い
た
。

全国
規模の
研
究会のほ
かに 、
各
大学や研
究所に
お
ける
研究会も
活発

で
あっ
た 。

共同研
究で
全国を研
究対象と
する
もの
に 、
国立国語研究所の
「方

言に
お
ける
音韻・
文法
の
諸
特徴に
関する全
国的調査研究」
(昭臼
か

ら五
年
計画)
が
あり 、
まとめて
刊行準備段
階に
ある 。
国
研で
は
方言

談話
資料の
文字化出
版も同
時進
行している 。
特定研
究
「言語」
(柴

田
武
代
表、

言
語
生
活
を
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
の
教
育
に
関
す
る
誌
礎
的
研

究)
は 、
研
究班ど
とに
調査研究を
実施
し 、
報告書が
出た 。
複数の
班

に
よる
言語研
究の
体
制は大規模な
もの
であっ
た 。
国学
院大学日
本文

化研
究所の
「全国
方言基礎語
奨の
研究」
(平山輝
男代表)
は
全
国の

研
究者の
協力による
もので 、
調
査が
済み 、
まとめに
入っ
てい
る 。
青

森・
十津川 、
琉球宮
古の
要地調査も進
行中 。
広
島方言研究所
(藤
原

与一
代表)
で
は『方言研究叢書』
全叩
巻を共同執筆 、
第9
巻
まで
出

版した 。
各地の
大学や
研究所 、
そして
大学のゼ
ミナール
を
中心に
共

同研
究が
活発に
行なわれた 。

三 、
辞典・
方
言集

永年の
方言研
究が辞
典や
方言
集として
結実してきた 。
その
主
なも

の
を北か
ら
南へ
あげてみよ
う 。

佐
藤好
文『
盛岡の乙
とば』(盛岡市 、
昭日・
3)
は 、
方言項目
を

カタ
カナで
表記し 、
乙
れにアクセン
ト

をつ
け 、
口問詞名と窓味をつ
け

た
もの 。

英国ふ
み『越
中五
館山
方言語
実削」(昭町-
U)
は 、
時
間・
空
聞に

関
する乙
とば
を
集めた
もの 。
続刊
中 。
生活記
録ともい
うべ
き
方言語

奨の
記
述で 、
乙
の
稜の
語円以
集が
各地域から出るζ
とを
期待したい 。

-
松本善雄編『福井県方言集とその
研究』(昭日・
ロ)
は 、
教
育の

現場に
あっ
て 、
方言辞典の
必要を痛感した
編者が
自ら一
万有余語を

集めた
もの 。

村岡浅天『広
島方言辞
典』(広島県民俗資料外筋 、
昭日・
1)
は 、

本格
的な
辞典で 、
類語・
関連語
を詳述しているの
が
特色 。
各語の
分

布や民俗に
関する
記述も配慮 。

十河直樹『岡
山
方言事典』(日
本文教出版 、
昭日・
日)
は 、
岡山

県の
方言を
集め 、
カタ
カナ
項目
(ア
クセント
略)
を五
十音配列 。
意

味・
用
法・
分布領域の
記述が詳しい 。
誇ど
とに
常用・
多用・
稀有の

用
法を一示
し 、
共通語と異なる意味や民間語
源説もとりあげた 。
語を

生
きた
姿で
収録しようと
する
方法は
尊い 。
なお
同著者を
中心と
する

岡
山方言研究
会は 、
『分
類備讃方言
辞
典』
(死生傷病)
『下津井言語

誌』(昭日・
4)
などをまとめた 。

沖
本樵
児『滑南のと
とば』(昭日・
7)
は 、
高知県清南の
方言を

集めた
もの 。ひ
らがな項目をたて 、
意
味を
記している 。

亀
山孝一一編『木花方言辞典』
は 、
宮
崎市木花村の
方言を概観
し 、

方言を
収録した 。
同じく
宮崎の
方言を
集めた
もの
に 、
河辺周
矩『高

鍋乙
とば
||木城岩淵中心
lt』(鉱脈社 、

昭日・
4)
がある 。

有働駒雄『天草の
方言』(昭日・
1)
は自筆本である q
地
図集(昭
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日-
U)
と二
分冊で
ある 。
徳川
宗賢の
序が
付いてい
る 。

長田須
磨・
須山名保
子・
藤井美佐
子共編『奄美
方言分類辞
典
下

巻』(笠
間容院 、
昭日・
4)
は上巻
(昭臼・
4)
と二
冊で
完結した 。

昭
和お
年以
来 、
服
部四郎の
指
導で精密な
記述と分
析の
方法を
得 、
長

期に
わたる研
究成
果をもる 。
意味分析に
よる語
義の
記述や
民俗
事象

の
記述は
特
色 。
分
類体であるが 、
方言形
索引・
訳語
索引・
対応
形索

引がつ
いてい
る 。

中
本正
智『図説
琉球語辞典』(力官
舎房金鶏社 、
岡田・
日)
は 、

二
O六項目につ
いて 、
意
味・
分布地
図・
歴
史を
総合的に
考察し 、
民

俗
事象を
加えた
もの 。
語ご
とに
琉球語の
時代層が
示される 。

四 、
記述
的研究

言

方言の
広い
分野にわたる
実態的およ
び記述的な
研
究をあげよ
う 。

北
海道
方言研
究会
叢書第2
巻
『松
前の
乙
とば
|l北海道松前町における

共通話化
||』(昭日・

3)
は 、
北海道で
早くひ
らけた
松前藩の
城下町

の
方言につい
ての
実態研
究 。
松前方言は
北海道の
重
要
方
言の一
つ

で 、
その
特性を明かにした 。
小野米一
を
会長と
する
開会の
活発な
研

究
活動は 、
多くの
成果をもた
らしつつ
ある 。
北
海道の
実態調査をま

とめた
もの
に 、
小野米一一編
『占冠村のこ
とば』(昭日・
2) 、
同『
相

馬団体入植地・
北
海道
豊頃町二
宮』(昭日・
2) 、

北海道教育大学旭

川
分校
国語
学ゼ
ミ
ナール
『寿都町字矢迫町
言語調査報
告乙
との
は』

(昭日・
4)
が
ある 。

佐
藤忠
雄
『仙台
方言放

|1音韻と語法
-|』

(
重
出
版 、
昭日・
4)

は 、
仙
台以
南の
地
方に
おける
方言を
対象と
し 、
その
音韻と語
法を記

述したもの 。

方

新潟大学方言研
究
会は大橋
勝男を
中心に
毎年実態調査を
実施して

い
る 。
佐
渡や粟
島につづい
て
本土越
後の
調査に
入り 、そ
の
成果を 、

『方言研
究』
9
号
(新潟県岩船郡朝日
村大須戸方
言の
研究 、
昭回・

3) 、
問
号(新潟県東蒲原郡上川
村大字大田
方言の
研究 、
昭日・
3)

に
特集した 。

馬瀬良雄『上伊那の
方言』(上伊那誌編纂会 、
昭日・
1)
は 、
音

韻・
アクセ
ント・
語
法につ
いての
詳しい
記述とと
もに 、
言語
地理
学

的
研究の
成
果をもり乙
んだ
もの 。
テキスト
方言訳付 。
町
村誌の一
篤

として
まとめた
ものだが 、
純学聞に
徹し 、
m
年余の
調査研
究の
成果

で
ある 。
本書の
恩恵は町
村ば
か
りで
なく 、
学界に
も広く浸透するで

あろ
う 。

鈴木光志『
神津島のと
とば』(昭日・
5)
は 、
日での
生活
体験を

通
して
まとめた
もの 。
「神津の乙
とば」
「神津島の
歌謡」
「神津
島の

方言集」「神津島の
地名」
などを収める 。

女子聖
学院短
大方言ゼミ
(浮田章
二
の
昭和田
年度の
調査は三
宅

島で 、
『三
宅
島に
おける
言語調査』(昭日・
3)
は 、
器開
設・
ア
クセン

ト
を
中心とした
報告 。
九州大谷短大の
松田正
義ゼミ
は
「職業別によ

る
京乙
とばの
実態」
(『国語研究』
9、
昭日・
3) 、
「山の
辺の
道」(向

日・ 、
限目・
7)
の
言語調査を行なっ
た 。

藤原
与一
『
中国山陰道二
要地方言』(三
弥井苔活 、
昭日・
7)
は昭

和必
年か
ら刊
行された
『昭和日本語の
方雪己
全幻
巻
中の
第5
巻で 、

内容は
鳥取県八
頭
郡旧大江
村と島根県仁
多郡旧馬木村
の
方言
の
記

述 。
乙の
企画はライフワークで
ある
全国五
十余地
点方言の
精査の
成

果をまとめる
もので 、
完結すると
「昭和日
本語生活」
の
記録とな

り 、
藤原方言学の
全
貌が
現れる 。
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九学
会連
合による
奄美調
査が昭和田回日目
年に
行な
われた 。
『奄

美の乙
とば』(昭防・
2)
はその
中間報告で 、
中本正
智「奄美にお
け

る
方伎町一間設の
比較研
究」 、
日
下部
文夫「どち
らが
南 、
どちらが
束」 、

柴田武「奄
美大島の
方言分布」 、
真田信治
「奄美大島に
おける
里
芋

とさつ
ま
芋」 、
沢木幹
栄「奄美
大島とその
周辺のアクセン
ト」 、

大城

縫「務長
大島の
漢字一
字
姓につ
いて」 、
与儀窓徳
「西
古見
方言に
お

ける
音韻
変化につ
い
て」 、
斎藤兼雄・
松本泰丈「喜界島大
朝
戸方言の

動
詞の
活用おぼえがき」 、
内
閣直仁
「奄美徳
之島方言の
特徴

ll動詞

の活用から
||」

を収める 。

崎村弘
文「徳
之島の
方言ω

l|伊仙町目手久方言の笑態
|」(『鹿児品大

学文科報告』
口 、
昭日・
9)
は 、
音韻・
語
法・
語
誕の
実態
調
査に
も

とづ
い
た
研
究で
ある 。

法政大学沖縄文化研
究を
中心
に
沖縄
久米島
の
総合調
査が
実施さ

れ 、
中間報告 、
外問守善代表
『沖縄久米
島に
おける
言語・
文
化・
社

会の
総合的研
究』(昭日・
3)
が
出た 。
言語は
名嘉文三
成
「
久米仏

文謝方言の
音韻」 、
内問直仁「ハ
行・-フ
行四段動詞の
活用

|久米向只

士山川村鳥島方一
吉宮中心に
||」 、

野原三
義
「
久米島方言
の
助詞
等につ
い
て

||九島方言の場合
」 、
中本正
智「ウミン
チュ
の
生活語
奨

|海洋関係の

E開業
ll」

を収める 。
また同研
究所の
『琉球の
方言』
6
(昭日・
3)

は
久米島
烏品方言の
記述で 、
中
木正
智
「
鳥島方言の
語
梨」 、
内閣直

仁
「
鳥島方言の
文法」 、
同「仲里
村山協間方言の
文法」 、
同
「白
木語の

代名詞の
体系

||自他の二秘関係構造
|」 、

野原三
義「鳥島方言の
文例」

を
収める 。

岩
本忠
「宮
古伊良部方言調査につ
い
て」
『京都産
業大
学国
際ニ一一円語

科学研究所所報』
2
3、
昭日・
7)
な
どの
記
述研
究がある 。

佐藤茂「日
本の
方言研究と
余

|制井県の
玄ヱ口研究の展望と将来制」(『福

井大学教育学部
紀要』
昭日・
l)
は会
同的視野か
ら
方言研
究の
歴
史

の
中で研
究成果を検討し 、
将米の
展
望をひらく 。

藤原与一
「方
言学志向」(『困諮
史へ
の
道
上』
昭日・
6)
は
方言

研
究と社会意志との
関係を論じた
もの 。

『方言研究年報
続五』(広れ何万一一日研究所 、
昭日・
叩)
は 、
白浜裕

子
「広
島県出品田川浦町
内向の
方言の
研究

||性向語数について
ll」 、

藤

原与一
「方言研究者になるために
は」
を収める 。
『同・
絞Eハ』(問 、

昭回-
m)
は 、
岡
野信
子「地名語に
おける連
続要系の
ノ
とガ
||

下関

市域の地名語震のばあい
|1」 、

町博光
「
与論島
朝戸方言
に
お
け
る
動詞

[口3
5]
(なる)
の
意味記述」 、
藤原与一
「方
言学的見地か
らの
国語

史考察」
を収める 。

『内海文化研
究紀要』
9

(昭日・
3)
は 、
室山敏昭
「広
島県豊
田

郡木江町
沖浦方
言の
魚名関係の
語以」 、
上野智子
「広島県豊田郡
大

崎町
中野
方言の
塩業語
袋」
を収める 。
大
崎上
品共同
学術調査報
告で

ある 。都立
大方
言学会の
『会報』
や岩手
方言研究
会の
『岩
手方言』
も
活

動してい
る 。

音韻につ
い
て
は音
響学的な研究と記述的な研
究がみられる 。
今石

元
久「方
言母
音のソナグラム

|1秋川県南秋悶郡五城目町方FHに依拠して
||」

(『九取大学教育学部研究報告』
認 、
昭部-
m)
は
方言母
音のソナグ

ラム
によっ
て 、
そのホルマ
ン
ト

周波数に
認められる
方言母音の
静特

性につ
い
て
記
述してい
る 。
佐藤和之「山形県長井方
言の
イとエ
|F

ORMANT分析とその知党
|」

(『国語学研究』
初 、
昭日・
ロ)
は 、
東北

方言の
イとエ
の
区別は
音韻的でない
と
する
見方があっ
たが 、
音
響学
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き"
Eコ

的な
デlタ
から長井方言に
音韻的
区別を認め
よ
うと
する
も
の
で
あ

rr'

，rf

 

る 。
問機の
研
究を「山形県
長井方言の小川
とh
ll

知党実験とFORMANT

d''

J''

 

分析を通して
li」

(問幻 、
昭日・
2)
で
深めた 。
杉藤美代子・
大谷
良

子
「近
畿方言にお
けるザ
行音と
ダ
行音の
混同

11ダイナミック 、
パラグラ

フ
ィ
とスペ
クトロ
グ
ラフ
に
よ
る
研
究
|l」
「『
紡
蔭
悶
文
学』
施、
岡
田
-
U)

は

永年の
経
験から深め
た
音響学的実験に
よる
音声の
研
究で
ある 。

記
述的かつ
歴
史的研
究もある 。
金
井出允
「四つ
仮名弁 、
三つ
仮名

弁お
よ
び二つ
仮名弁の
発生過
程につ
い
て」(『音声学会会報』
郎 、
昭

日・
7) 、
同「四つ
仮名の
混同とサ
行・
ザ
行
子
音の
基
底形」(同郎 、

昭日・
4)
は 、
四つ
仮名の
歴
史的な
過程を考察し
たもの 。
菅原勉・

小
島慶一
・

平田
宏三・
井上美穂・
前川
喜久
縦・
森本淳
子「津軽・
下

北
両地
方の
母音」(ωo
ZS
FE悶己
主g∞・也 、
昭回) 、
岡野
幸子「市

原
市五
井周
辺の
言語
調査 、
消えゆくk
lh

現
象をさ
ぐる」
(『中央大

学
国文』
M 、
昭日・
3) 。
青柳精三
「八
丈島樫立
方言の
母音の
無声

化と脱
港」(『音声学
会会報』
問 、
昭日・
4)
などが
ある 。
西日
本で

は和田
実「関西弁に
お
ける母
音の
音批」(『音
声の
研究』
ω 、
昭日・

2)
が
あり 、
九州で
は
愛宕八
郎康隆「生
霊日考

|長崎地方の
豊口化現象

について
||」

(『閃詩史へ
の
道
上』
昭日・
6)
が
ある 。
琉球地
域で

は 、
加治工
真市「与那
国方言の
史的研
究」(『黒潮の
民族・
文化・
言

語』 、
昭日・
2) 、
柴田
武「奄美大島
諸島方言に
おけるオ
列甲類と乙

類の
区
別」
(『人類科学』
お 、
昭日・
3)
が
あり 、
い
ずれ
も
実態を明

かにした
上での
史
的研究で
ある 。
高橋俊三・
野原三
義「沖永良部
島

の
方言」
(『沖永良部
応苅査
報告警片
岡田・
3)
は
音韻の
実態報
告 。

ア
クセ
ン
トの

研
究は
次の
よ
うで
ある 。
杉藤美
代子
「ア
クセン
トに

よる
声の
下げ
と
調音との
関連」(『一一行語
研究』
旬 、
昭日・
3)
は 、
一

方

速の
音響学的ア
クセン
ト研

究の一
部で
みる 。
ア
クセン
トによる

声の

上
げ下げの
始点は 、
各拍の
境自に
あるとは限らず 、
母
音の
広狭に
よ

り 、
その
時間関係に
は
相当なちがい
があると
か 、
ア
クセン
トの

ある

第1
拍が
狭母音 、
第2
拾が広母音の
場合に 、
声下げの
始点とフォル

マ
ン
ト

遷移の
始点とが一
致するが 、
乙
れは
後続する
広母音が
高低型

の
第2
拍と
な
りに
くい
方言の
ある乙
とと関
連があるなど 、
新しい
事

実や
考え
方が
示されている 。
平山輝男「津軽方言の
音調特
色」
(『音

声学会会報』
師 、
昭日-
U)
は 、
戦
前と現在のア
クセン
ト

実態を比

較した
もの 。
堀口
純
子「筑
波研究学園都市における
新旧
住民の
交流

とア
クセント」(『文芸言語研究
言語』
5 、
昭日・
3) 、
江
端義
夫

「中部
方言の
語アク
セ
ン
トの

地理的分布考」
(『且口声の
研究』
問 、
昭

日・
2) 、
稲垣正
幸
コ品松アクセン
トの

音相」
(『国文学論考』
目 、
昭

日・
2) 、
早田輝
洋
「大分県臼
杵市方言のア
クセン
ト
lm言の活用を

中心Kして
||」(『長谷川

松治教授古稀記念論文集』 、
昭日・
ロ) 、
木

部暢子「血且
前方言ア
クセント
|一一拍2類名翻
-|」(『文献採求』

9、
昭

日・
ロ)
など 、
さま
ざまな観点か
らアクセン
ト

が研
究されている 。

語設の
研
究は
活発で
あっ
た 。
室山敏昭『地
方人の
発想
法

11くらし

と方言
-|』(文化

空白版 、
昭
一
日)
は 、
永年の
方言語
以の
研
究を

過して
知られる
地
方人の
物の
見方 、
考え
方を考察した
もの
で 、
地
方

に
根ざしたユニ
ー
クな
文化論である 。
志津田
藤四郎「案
山子(カカ

シ)
考」(『国文科論集』
3、
悶日・
3)
は 、
語源の解
明を試み
たも

の 。
高橋とし
子「米
沢市
内に
おける
農耕語設につ
いて」(『米海国語

悶文』
8 、
限目・
9) 、
田
村孝雄「新潟県小国町の
紙漉きの乙
とば」

(昭防・
ロ)
など
は 、
一
分野内の
語誌記述で
ある 。
平沢洋一
「小千

芥方言加熱冷却語支の
構造」
(『国学院大学
紀要』
郎 、
昭伍・
3) 、
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同
「基
礎革開
設としての
人
称代名
詞」
(『国学院大学日
本
文化研究所所

報』
m
11、

昭田)
は
意味分析
と語袋記述を試みた
もの 。
剣持
隼一

郎・
柄
沢術
「
角浜越前
浜の
言語

iその
警と
妥
霊
||」

(『高士山路』

湖 、
昭日・
2)
は音韻・
風名
漁具名の
記述 。
薮原
繁皇
「木
曽開田
村

の
麻に
関する
方言語集」
(『伝浪』
お
l1 、

昭日・
1)
は 、
庶民の
衣

料を支えてきた
麻に
関する
語
会研究で
ある 。
日本
方言研究会で
発表

し
たもの
を
論文にした 。
上野
善道「
奈良国
方言の
荻礎語
染
ω」
(『金

沢大学文
学部論集』
創刊
号 、
昭日・
3)
は 、
服部四郎
編『第三
次基

礎語奨調
査表』
にしたがっ
て 、
「
食」
「道
具」
につ
いての
方言
語奨の

詳しい
記述である 。
中本
正智
「八
丈方言の
研究

||鰐黛的特色と人体鰐嚢

ーー」
(『日
本語
研究』
3、
昭回-
m)
は 、
方言語
会の一
部を
ま
と
め

た
もの 。
都
竹通
年後「
飛騎
荻原
方言の
組物語い」
(『宮山大学人文学

部紀要』
4、
昭日・
3)
は 、
植物語
染の
詳しい
記
述 。
浜口久美・
小

島幸枝「紀州申中本地
方の
生
活語
梨
伺」(『東
海学図国語
閃文』
目 、
昭

白山・
3)
も語実記
述 。
稲田宗
彦「感覚語裂の
記述的比
較的考
察

|1夏目

における
感比話実を対象に
ll」

(『国語と
教育』
9、
昭日・
3)
は 、
感
覚

語の
意味論的な
分析で 、一不差的特
徴を
納出
し 、
比
較する 。
比較方言

は大阪
府岸和田
市塔原町 、
愛
媛県北
宇
和郡
松野町
松丸 、
宮崎県都
城

市
郡元地
区である 。
新分
野をひ
らく
窓欲的
論考 。
広
島大学方言研究

会『島根県那賀郡金城町
今回
方言の
性向語
染』(岡田・
5) 、

室山敏

昭
「中国地方方言に
お
ける
性向語裳の
地域性

1・「誇犬家」
の意味分野に

ついて
||」(『国語史へ

の
道
上』 、
昭日・
6) 、
友
定賢治「壱岐
島方

言の
性向語」(『広
島文教
女子大学紀要』
路 、
昭回-
U)
はい
ずれ
も

性向語焚の
実態とその
比較研究で
ある 。
瀬戸口
嘉昭「鹿児
島県
枕崎

市鹿飽方言語奨」(『薩摩路』
初 、
昭回-
U)
は
実態抑制
告 。
中本正
智

「生
物に
関
する語染

|動物の名称と文化史
|」(『人文学報』

川 、
昭日・

1)
は 、
雄維と
男・
女・
牛・
馬とその
文化史につ
いての
考察 。
野原

三
義「琉
球
方言と九州諸方言との
比較(E)」(『沖約国際大学紀要』 、

昭日・
1) 、
「同(E)」(昭田-
m)
は 、
琉
球と九州と語を比較し 、
類

似語
を集め
たもの 。
町博光「与論島朝戸方言の
形容詞

ll
y己[
官心
両

活用語の意味・用法差
ll」(『広

烏女子大学文学部紀要』
路 、
沼田・
3)

は 、
ク
活 、
シ
ク
活に
対応する
語の
窓味の
ちがいを
論じたもの 。
恵原

義盛「奄美
方言・
植物名口」 、
(『奄美郷土研究
会報』
却 、問団・
3) 、

同「奄美方言・
動植物名
補選 、
感覚語のつ
く
名の
動植
物

|名額市

根
瀬
部に
お
け
る
照
会

|」(
同幻 、
昭日・
2) 、

久
合
京子「
私の
南島方言
打

診
|1宮内民当壮「商品語索稿」の分析から
|1」(同幻 、

昭回・
2)
は
奄美の

語梁の
報
告 。
柴田
武「沖縄宮士口語の
誇設体系」
は
『言語』
(大修館

書庖 、
昭日・
1
lu)

に 、
日
団連載さ
れた 。
宮古平良方言の
人
休・

植
物・
魚類・
食事・
食物・
住居・
往来動詞・
授受動詞・
指示語・
格

助詞ヌゥ・
ガ
など 、
広分
野にわたる語集体系の
記述 。
一
つ
の
体系記

述のモ
デル
が
示された 。
中松竹雄「基礎語誌の
比
較的研究班」(『琉

球大学教育学部紀要』
お 、
昭日・
2)
は 、
八重山波照間島・
黒
島・

竹宮島の基礎語
奨の
比較資料 。

文
法につ
いて 、
『言語生
活』(昭日・
6)
は「方言文法」
を
特集し

た 。
南不二
男「方言文法の
むずかしさ」 、
都
竹通年雄「全
国方言の
テ

ンス
とアスペ
クトにつ
いて」 、
馬瀬
良雄「生きてい
る
東歌の
語法」 、

真田信治
尋問法上の グゆれH
の
地理的背景」 、
菊千
代・
松本泰丈「琉

球
方言の
動詞の
活用体系1与論方言の
動詞形態論序説」
など 、
方法

論上の
問
題点とその
実践に
かかわる
論考を収める 。

文
法の
論考を地域別にみる
と 、
東日
本より西日
本につ
いて
書い
た
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口

もの
が
多い 。
畑井千
佳子「下北の
方言につ
いての一
考察」
(『弘
前学

院大
学
国
語
国文
学
会
学
会
誌』
7、
昭
日・
3)
は 、
文
法
的
特
徴につ
い

ての
記述 。
岡崎和
夫「見レル・
食ベ
レル

型の
可
能表現につ
いて
11現

代
東
京の
中
学
生・
高
校生につ
い
て
行っ
た一
つ
の
調
査
か
ら
11」
(『
言
語
生
活』
昭
日
・

4)
は、
レル・
ラレル
の
ゆれの
実態
報
告。
平
瀬
雅
美「
宮山県
砺
波地

方の
助詞・
助動詞につ
いて」(『
米
海国
語
国文』
8、
昭
日・
9)
は
実

態
記述 。
大島一
郎・
中田敏夫・
成
田徹男・
加藤和
夫・
加藤久雄・
木

川
行
央・
沖
裕
子・
坂
東
多
衣
子・
酒井
恵
美子『八
丈島方言の
研究』
(
束

京
都
立
大国
語学
研
究
室、
昭
日・
叩)
は、
八
丈
方言につ
いて
表現文
法

の
立場か
らの
詳しい
記述をめざ
し 、
過
去・
推量・
様態・
待遇につい

て
深く
考
察した 。
中田敏夫「静岡
県大井川
流域方言におけるサル
形

動
詞」
(『
都大
論
究』
問、
昭
日・
4)
は
可
能表現の
一

部を
担
う「
歩カ

サ
lル」

の
よ
うな
動詞の
記述 。
佐
藤虎男「方言敬称接辞
法

||伊勢一

小
互百』の
敬意
表
現
法
||」
(『
国
語
史
へ
の
道

上』、
問
団
・
6)
は、
敬
接
辞
が

文
表現上 、
どの
よ
うにその
敬表現に
かか
わるかにつ
いての
詳細な
研

究 。
横井
真紀子「高知県中央部
方言に
お
ける
推量表現」
(『高知
女子

大国文』
η

、昭日・
叩) 、
神
烏
武彦「述一部に
お
ける
敬態
表現法

11広

島
市
西
区
古
江・
田
方の
場
合

||」(『国語
史
へ
の
道

上』 、
昭
日・
6) 、
岡
野

信子「
山口
県方言のアル・
ア
リマ
ス
話
体」
(『日
本文
学研究』
η 、昭

日・
日) 、
藤田
勝良
「山口
県長門市旧深川地区に
おける
待遇表
現の

諸
相
|
補
助
動
詞・
助
動
詞
的
嬰紫に
よ
る
尊
敬
語」
(『
日
本
語
研
究』
4、
昭
日
・

ロ)
な
ど 、
表現
法に
関する
論考が
多い 。
陳内正
敬「九州
方言花
見ら

れる
母音語
幹動
詞のラ
行子
音語
幹化につ
い
て」
(『九大言語学研究室

報
告』
2、
昭
日・
4)
は
形態の
問
題。
秋
山正
次「九
州
方言
断
定
辞の

グヤH
へ
の
変化」
(『国文
科詩集』
4 、
昭日・
7)
は 、
「雨ダッ
夕 、
雨

ブJ

ジヤツ
夕 、
雨ヤッ
タ」
の
変
化の
考察 。卜一村孝ニ
「九
州
方言の
特殊な

助詞につ
いて」
(『
援
隊
路』
お 、
昭
日・
8)
は 、
終
助詞ザイ・
ジヤ

ン 、
良カパ
イのパ
ィ 、
動
作の
目標を一示すガイ 、
副助詞イロ・
ニロ
に

つ
いて
論じてい
る 。
種
友
明・
日
高
貢一
郎「
大
分県
津
江地
方の
可能表

現」(『大
分大
学教
育学
部研究
紀
要』
5
1
6、
附
田・
3) 、
友
定
賢
治

「壱岐島方言の
あい
さつζ
とばとその
敬
譲法」
(『文教
国文学』
日 、

昭日・
3)
など
表
現
法の
詳論 。
愛宕八郎康隆「肥前長崎
地
方の
存在

勤
罰アル
の
用
法」(『
長
崎大学教
育
学
部
人文
科
学
研
究
報
告』
ω 、
昭
日

・
3)
は
形式動詞と
もみられるアル
の
多彩な用法の
記述 。
神部宏泰

「肥前佐
賀方言の
主
格表現
法

|主格助詞ノ・ガの用法について
li」(『国語

史
へ
の
道

上』、
昭
日・
6)
は 、
九
州
西北部の
主
格
助
詞

「ノ」
の
実

態を
「ガ」
と関連して
その
地
域差を
明かに
した 。
内問直仁「与那国

方言の
活用とその
成立」
(『黒潮の
民族・
文化・
言語』 、
昭日・
2)

は 、
『琉球与
那国
方言の
研
究』(
東京堂)
から
出発し 、
独
自の
記述を

試み 、
その
歴
史を
考察した 。
同「ハ
行四段系動
詞の
活用の
適
時的考

察」(『語文論
叢』
8 、
昭防・
9)
は 、
「思
う」
の
方言形態と 、
その

歴
史過
程の
考察で
ある 。

五 、
言語地理
学的研究

言語地理学的な研
究は
依然としてさ
かんで 、
第二
段階に
入っ
た
と

思われる 。
第一
段階が
『日
本言語地
図』
以
前とするな
らば 、
第二
段

階はそれ以
後で
あり 、
『日
本言語地図』
との
関
係で
狭い
地
域をみよ

うとする
もので
ある 。

全国規模での
地
図は 、
国立
閑語研究所
『日
本言語地図』
第1
集

(縮刷版 、
昭部)
が
徳川宗
賢・
加藤正信の
解
説付きで
出版さ
れ 、
第2
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集以
下続刊予定 。
『日
本言語
地図』
全6
冊
(昭印
完結)
が入
手困
難

で
あっ
ただ
けに
待望の
出
版で
ある 。
悶『日
本一言語
地図
語
形祭引』

(昭日・
9)
は 、
と
の
地
図集の
価値をさ
らに
高めるもの 。
市
井外喜子

「日
本言語地
図と
相関係数」
(『日
本文学研究』
初 、
沼田・
1)
は 、

同地
図集の6
枚の
地
図を
統計的に
処理する乙
とで 、
分布を 、
周
圏型

(顔) 、
東西
対立
型
(明明後日 、
茄子) 、
東北
非東北
対立
型(目) 、
無

分割型
(耳・
雨)
に
分類した 。
国立国語研
究所『
方言
文法資料図集

ω』(昭日・
1)
は 、
昭和田
年か
ら五
年計画で
実施してい
る
「方言

に
おける
音韻・
文法の
諸特徴に
関
する全
国的調査研究」
か
ら準
備調

査の
結果の一
部をまとめた
もの 。
「
花が
咲いた」「お
前に
貸してやる」

「乙と
は
静かだ」
など
文法資料の
貴重な
図集 。
続
刊 。
『日
本言語
地

図』
に
文法事象の
地図が加わっ
て日
本列
島の
言
語の
相貌が
はじめて

明らかと
なる 。
辛川
十歩・
柴田武『メ
ダカ
乃方言

|l五OOOの変種とそ

の分布』(未央社 、
昭日・
2)
は
青森から沖縄までの
メ
ダカの
全国方

言を収
集した
膨
大な
もの 。
辛川の
資
料を柴回が
整理し 、
分布図と解

釈を付して
出版可能と
なっ
た 。
「目
立同」
はザコ
↓メ
ダカ
↓ハ
エ
↓コ

メン
の
変遷を
たど
り 、
コ
ン
夕、、7不1シヨ
ン
に
よ
り 、
メザコ・
メンパ

を
生じ
たなどが
考察さ
れてい
る υ
と
の
よ
うな
膨
大な
方言量を
もっ
方

言調査は
絶後となろ
う 。
山口幸洋「かたつ
む
り方言の
変化が
もっ
地

理
的
窓
味につい
て」
(『国語学』
郎 、
昭日・
9)
は 、
かたつ
むりの
方

言につい
て
全
国分布からその
歴
史を
考察した
もの 。
真田
信治「
現代

方言に
おける
〈乙
お
ろぎ〉
と〈き
りぎ
りす〉」
(『金沢大学語
学・
文

学研究』
口 、
昭回-
m)
は 、
文学作品で
有名な
虫た
ちの
言語
地理
学

で
ある 。

次に
地域別の
論考を
あ
げ
よ
う 。
井上史雄・
永瀬
治郎・
沢木幹栄

『
最上地方新方言図集』(昭日)
は
「新方言」
の
現象につ
いて
地図化

した
もの 。
「
新方言」
は
今後の
新しいテ!?
で
ある 。
柄
沢衛
「新潟

県
中部海岸地
方に
おける
方言の
伝掲(E)

|河川交通による語の伝搭
|」

(『巻高
等学校理
科研究紀要』
6、
昭日・
3)
は 、
犬の
但言エン
ガの

分布図を示
しなが
ら 、
誇の
分布と
伝播を
考察し
た 。
川
本栄一
郎「石

川
富山両県に
おける〈
かつ
ぐ〉の

方言分布とその歴
史」(『金沢大学

教育学部紀要』
却

、昭日・
1)
は 、
深い
考察がなさ
れている ψ
佐
藤

茂・
安部和
江・
佐藤美和子・
加藤和夫「福
井県武生市に
おける
方言

の
共通語
化

||場面差をめぐって
|l」(『国語学』

問 、
昭日・
6)
は 、
『日

本言語
地図』
を
ま礎に 、
微細なス
ケールの
言語
地理
学的調査研
究の

有効性を
問う目
的の
研
究 。
加藤和
夫「囲炉裏の
座
名体系の
分布と
変

遷
|若狭地

方の
囲炉裂をめ
ぐる語数」(『都大論究』
問

、昭日・
4)

は
本格的な言語地理学的調査に
もとづ
く研究 。
前島千春「早川
町の

言語
地図」(『日
本語研究』
4 、
昭回-
U)
は山梨県南巨摩郡の
調査

報
告 。
江端
義夫「禁止表現の
多元的分布

|中部地方域主司について
|」

(『国語学』
問 、
昭日・
6) 、
同
「方言敬語
体系の
方言
地理学的考
察

ll愛知県地方域
方言のばあい」
(『国文学弦』
叩 、
昭日・
6)
は
文
法につ

い
ての
考察 。
丹羽一
弥・
杉
山代志子・
鋤柄乃
吏子『三
重県南
牟婁郡

の乙
と
ば』(中部日
本教育文化
会 、
昭日・
8)
は 、
三
重・
和歌山・
奈

良の
県
境として
特色の
ある
地域につ
いての
言語
地理
学的研究 。
『日

本言語
地図』
と関連する日
語につ
い
て 。
さ
らに 、
丹羽一
弥「南紀
方

言〈
すみれ〉の
詩
史とウ7
ガチ」(『悶語国文』
加 、
昭回-
m)
で
補

説した 。
同「三
重紀南方与一一口〈蛇〉の
分
布」(『同朋
大学論叢』
昭日・

9)
もある 。
柴田武・
福嶋秩子『出雲飯石郡
中央部言語地
図』
(昭

防・
3)
は 、
出雲
方言の
成立を非出主
方言と
接触する地帯に
おける
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言語
変遷の
動向か
らさぐろ
うとした
もので 、
先行の
『中園地
方五
県

言語
地
図』
を一
枚一
枚解釈する
中から発展した
研究 。
白
木語の
成立

を
考えるた
めの
重
要地域の一
つ 。
さ
らに
福嶋秩子
「吉田
村の
方言

--
m
和田
年
調
査
資
料に
よ
る
言
語
地
図
集
|1」

(
昭
日
・
9) 、
同
「
三
万
屋
町
の
方

一
言」 、

同
「
佐田
町の
方言」
を
加
え
た 。
鏡
味明
克

「兵庫県
揖
保
川
流

域の
言語
地理学的研
究」
(『
附
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録』
計 、
昭
日
・

7)
は 、
兵庫
岡山県
境の
言語
地図作
成のた
めの
調査の一
部をまとめ

た
もの 。
鎌田
良二
「兵庫
県方言の
言語地理学的研
究」
(『甲南悶文』

勾

昭
日
・
3) 、

同
「
兵庫
県の
方
言語
染
|
言

語
図
と
そ
の
解
釈」

(『
巾南

女
子
大
学
研
究
紀
要』
打 、
昭
日
・
3) 、

今
石
元
久・
片
山
繁
樹
『
但
馬
掃

磨
技
場域の
方言
事象分布図
集

|お
よ
び
そ
れに
つ
い
て
の
互
品
地
望
的
考
察

||』

(昭日・
7)
など調査の一
つ一
つ
が
結
実してい
く 。
愛媛大
学
方言ゼ

、、
『愛媛県言語
地図集』(昭日・
4)
は共同研
究
の
成果を地
図にも

り乙
んでまとめた
もの 。
秋
山正
次「九州
特
有方言分布相と九州
方言

区画」
(『
佐
賀
飽
谷
短
期
大
学
紀
要』
幻 、
昭
日
・
2)
は 、
分布か
ら方言

区画へ
と
発展した
研究 。
阿部美
幸・
神木
真理
子・
佐伯真奈
美・
坂本

史
代・
佐
藤
嘉
津
子・
七
坐
直
子・
鶴
芳
子・
諸
富
洋
子
「出且
前・
筑
前・
筑

後・
肥
後の
閏境に
おける
言語地図」
(『囚語
研究』
9、
昭日・
3)
も

ある 。
中松
竹雄『沖縄語の
世界』(友古堂
書応 、
昭臼-
U)
は
沖縄地

域の一一言語地理
学的論考を一
番に
まとめた
もの 。
近
世琉球語関
係の
研

究
も合わ
せ
た 。
中本正
智
「
黒
潮列
島の
語
集

||
琉
球に
お
け
る
語の
分
布
と
そ

の
進
入経
路お
よ
び
身
体語
業
||」

(『
黒
潮
の
民
族・
文
化・
言
語』 、
岡
田
・
2)

は 、
琉球
列
島へ
の
語の
進入・
伝掃の
経路を
分布地図で
考
察し 、
身体

語
認を記
述した
もの 。

沖
縄言語
研究セ
ン
ターで
は
会報を
出し

f-E日方

「
琉球列
島
の
言語
地図」

(
昭
防
・
3)
、

「一
言
語
地図作
成のた
めの
試
験的研
究」
(
向)
を出した 。

言語
地理学一
般にとっ
て 、
E・
コ
セ
リウ
『言語地理学入門』
(三

修社 、
昭
日
・
8)
が
柴田武 、
W
-
グ
ロ
|
夕
|
ス
共訳で
出版され
たの

はありがたかっ
た 。『
日
本
方言研
究会発表原稿集』(昭日
I日)

に
七

回にわたっ
て
翻訳連
載した
ものが
完結して一
書と
した
もの 。
コ
セ
リ

ウ
は
広い
領域の
言語
学に
通じる
学者で 、
深い
知識に
支え
られた
本書

は 、
ふさ
わしい
訳
者を
得て
初めて
訳
出された
もので 、
初心者にも
専

門家に
も貴重な
著作 。
なお
『コ
セ
リウ

言語学
選集』(三
修社 、
昭日・

5)
もある 。
荻野綱男「コ
ンピュ
ー

タが描く
言語
地図」(『言語』
m

lm)
は 、
コ
ンピュ
ー

タの
専
門的な
使い
手に
よる
言語
地図の描
き方

を
系人に
もわかりや
すく
解説した
もの 。

平
山
輝
男・
大
島一
郎・
鏡
味
明
克・
渡
辺
富
美
雄
『
方
言
指
導
掛
図』
(
全

教
図 、
昭
防
・
4)
と
斉
賀
秀夫
・

佐
藤亮一
『方言
指導
掛図』
(
三
教
社 、

昭日・
4)
は言語
地図や
図表を指導用に
作っ
た
もの 。

六 、
社
会
言
語
学
的
研
究

言語
現象を年齢・
職業・
階層・
学歴の
ちがいで
とらえた
り 、
移住

や
都市化 、
共通語化や
新方言の
発生とい
う観点からと
らえた
りする

研
究が活発に
行なわれるよ
うに
なっ
た 。

もっ
と
も大きな
研
究は 、
特定研究「言語」
(柴回
武代表 、
言語生

活
を
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
の
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
研
究)

の
も
と
で
行
な

っ
た
研
究で
ある 。
グル
ープご

とに
分冊出版された 。
柴田
武監修 、
荻

野
綱
男
・

藤
田
克
彦
・

尾
崎
秩
子
・

御
園
生
保
子
『
都
市
の
敬
語
の
社
会
言
語

学的研
究』
第
1

部
(
昭
防
・
2)
第
2

部
(
昭日
・
3)

は 、
昭和田
年の

札
幌に
お
け
る
敬語調査
の
予
備的報告
書。
先行の
『
都
市化と
敬語』
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(昭日)
で
得た
仮説「待遇
表現は
都市化とと
もに
多様化する」
とい

うの
を発展させ 、
マ
ン
ショ
ン
居住
者と一
戸建て
居住者との
待遇行動

を比
絞調査した
もの 。
社
会言語
学的
方法で
敬語
を調査した
デlタは

貴重 。
敬語の
都
市化による
差より
男女差の
ほ
うがはるかに
大きい
な

どの
事実が
明かとなる 。
客観的デlタの収
集からコ
ンピュ
ーターに

よる
処理にい
たるまで
学ぶべ
き
新領域が
多い 。
川
本栄一
郎・
上野
善

道・
山崎幸
雄『北
陵地
方に
おける
社
会階層の
変
化に
伴う
呼称の
再編

成』(昭日・
2)
は 、
水問
所有面積を器
準に
設定さ
れた
古い
社会階

層が
戦
後の
良地改革で
崩壊するのだが 、
呼称の
変化はど
うかとい
う

問題を深り下げた
研
究である 。
古くは
少な
くと
も三
階
層あっ
たが 、

旧地主と旧小
作人の二
階屈に
再編さ
れ 、
共通語
化と上
位呼称の
下
降

で 、
その
差も
縮ま
りつつ
あるとい
う 。
そして
村外出身者や
若年商を

中心に 、
古い
家格に
と
らわれず 、
上
位
呼称を
誰にで
も自由に
用い
る

傾向がみ
られ 、
二
階居別すら
崩れはじめてい
る
と結論づ
け
られる 。

柴田武・
鈴木たか
『生
徒の成長に
伴う親の
名称の
発達』(昭日・
2)

は 、
母を人
前で
「お
母さん」
で
なく
「はは」
と雪守えるまで
の
発達と

その
要因
を追
究した
もの 。
よそい
きの
場
面に
接する
乙
と
に
よっ
て

「は
は」
を獲得してい
く乙
と 、
中
学校や
高校へ
進む区切
り
の
時期に

「はは」
に
移行する乙
と 、
と
くに

就職期に
「はは」
の
自覚が
深ま
り 、

叩
%以
上の
生徒が
「はは」
を
用い
る
などを
明かに
した 。

尾
崎秩子・

御園生
保
子・
藤岡克
彦・
荻野綱
男「話者の
属性か
ら
見た
敬語の
使い

分け
!|札幌における敬語調査から

ω」 、
荻野綱
男「敬語に
おける
丁
寧さの

数主化
||札幌における敬語調査から

ω」
(『国語
学』
問 、
昭日・
3) 、
同

「敬語表現の
長さ
と丁
寧さ

lI札幌における敬語調査から
ω」(『計母国語
学』

ロ
6) 、
同「近
所の
人に
対
す
る
敬語

ll札般における敬語調査から
制」

(『国語学』
問 、
昭日・
3) 、
同
「敬
語に
おける
使い
分けの
体系とそ

の
構造的関係

|札幌における敬語調査から伺」(『国語学』
凶 、
昭日・
6)

の
諸論は 、
昭和田
年東京大学言語
学研
究室
を中心に
柴田武の
指
導の

もと 、
札幌で
行なっ
た
敬語に
関する
社会言語
学的な
調査の成
果で
あ

る 。
新しい
試みが
諸所にみ
られ 、
またコ
ンピュ
ーターによる

デlタ

の
処理
法はこの
種の
研究の
礎石となると思われる 。
なお 、
情報
を処

理した
り 、
言語地
図をかいた
りするために 、
荻野綱
男『方言
調査
分

析用パ
ッ

ケージ
プロ
グラムGLAPS
の
使い
方』
(沼田・
3)
な
ど

が
考案さ
れた 。
国立閑語
研
究所
『大都市の
言語生活

l分析編
|l』

(昭日・
3) 、
同
『大都
市の
言語生活

|資料編
|』(問団・

3)
は 、

東
京に
おける
社
会言語
学的な
観点からの
永年の
調査研
究のまとめで

ある 。
馬瀬良雄「言語
形成に
及ぼ
すテレビ
お
よ
び
都市の
言語の
影

響」(『国語
学』
問 、
昭日・
6)
は 、
昭和田
年国語学
会秋季大会の
公

開
講演会で
発表
した
内容を
論文に
した
もの 。
方言の
衰退や
崩壊は
従

来か
ら
言われ 、
テレビ
の
出現でさらに
加速されるものと
予想さ
れて

い
た
が 、
本研
究はわれわれの
予想をはるかに
超えるもので
ある乙
と

を論証した 。
無ア
クセン
ト

地
域で
さえ 、
若
者は
有型化
の
方向に
あ

り 、
日
本全域がテレビ
言語 、
テレビ
ア
クセン
トへ
と
始動している
と

い
う 。
重
大な
国語教育の
問題
で
ある 。
井上
史雄
「方言イメージ」

(『言語生活』 、
昭日・
5)
は 、
方言の
もっ
さまざまなイメージ
を評

価語で
調査
する乙
とによっ
て
明かにしたユニ
ークな

論考で 、
方言コ

ン
プレッ
クスや
意識による
方言区画とも関係する 。
同「方言の
地域

差・
年
総差のパ
ターン
分類」(『言語研究』
町 、
昭日・
日)
は 、
『最

上地
方新
方言図
集』(昭日)
の
資料をつ
かっ
て 、
グロy
ト 、グラム

の

デー
タに
多変量解析を施す乙
とに
よっ
て 、
地理的・
年齢的分布パ
タ
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ーン
を
総合して 、
計
量的な
方言区画を試みた
も
の
で
あ
る 。
沖裕子

「八丈町末
吉洞輪沢に
おける
待遇場面形
成の
要因」
(『日
本語研究』

3、
昭田-
m)
は 、
八
丈方言の
待遇表
現を
考察した
もの 。
同「共通

語と
方言の
接
触

|
共
通語
使
用の
価
値
に
つ
いて
l」(『
と
と
ばの
研究』
1、

昭日・
9)
は
共通語と
方言の
かかわ
りを
論じた
もの 。
酒
井充「方言

変
容
に
関
す
る
社
会
言
語
学
的
研
究
の
試
み
|1

京
都
府
綾
部
市
上
林に
お
け
る
ナル
か

らテヤへの変容を対象として」
(『日
本語
研究』
3、
昭回・
6) 、
同「方言イ

メージ
と
地域イメージ」
(『日
本語研究』
4、
昭日・
ロ)は 、
上林に

おける
社会言
語学的な調査に
も
とづ
く論考 。

鎌田
良二
「関
西に
於け

る
地
方共通語
化につ
いて」
(『
国語
学』
郎、
昭日
・

9)
は 、
昭
和
民

年

国語
学
会春
季
大
会の
公
開
講
演
会の
内
容を
論文に
ま
とめたもの 。
日
高

貢
一

郎
「放送
こ
とばへ
の
期待は
変わっ
た
||
亙
百
使
用の
可
能
性と
問
題
点」

(『月刊民放』
日
16)

は
放送のと
と
ばにつ
いての
論考 。

七 、
史

研
"'" 
:tL 

的

言

方言を
比
較する乙
とに
よっ
て
歴
史をさ
かの
ぼ
ろ
うと
する
史的研
究

は 、
ア
クセ
ン
トの

分野と琉
球方言の
研究に
多くみられる 。

金
田一
春彦「味噌よ
りは新
しく

茶よ
りは
古い
アクセントから見た日

本組語と字音語
||」

(『言語』 、
昭日・
4)
は 、
服部四郎「日
本祖語につ

い
て」
で
指
摘さ
れた
論に
答える
形で 、
字音語のア
クセン
トと日

本祖

語のア
クセン
トの

関係を考
察した
もので 、
字音語の
広が
りと 、
対応

の
よ
う
すを
みて 、
諸
方言のアクセン
トが

「
味噌」
は一
致し 、
「茶」

は一
致し
ない
と乙
ろか
ら 、
日
本祖語の
時
代は「味噌」
の
普及よ
りは

新しく 、
「
茶」
の
普及よ
りは
古かっ
た
と結論する 。
続いて
『言語』

(昭日・
6)
で 、
服部四郎
「金田一
春彦君へ
の
質問とお
願い」
と 、

方

金田一
春彦「服部博士へ
の
お答え」
があっ
て 、
若
干の
議論が
交わさ

れた 。
日
本祖語のア
クセン
トの

再構に
は文献資料と 、
琉球
諸方言を

も含めた
全国的視野のア
クセン
ト

資料に
もとづ
い
て 、
構
造的に
導か

ねばな
らない
とい
う乙
とがはっ
き
り
し
て
き
た 。
S-
R・
ラムゼ
イ

「
日
本語のア
クセン
トの

歴
史的
変
化」(『
言語』、
昭日・
2)
は 、
京
都

ア
クセン
トに

代表さ
れる
甲種アクセン
トと

東京ア
クセン
トに

代表さ

れ
る乙
種アクセン
トと

は 、
歴史的にどちらが
古い
かとい
う問題を論

じた
もの 。
従
来は
甲
種ア
クセン
トが

古く 、
乙
種アクセン
トは

新しい

とさ
れてい
る 。
と
の
論文で
は 、
分布が
甲種ア
クセン
ト

を中にはさん

で
乙
種アクセン
トが

東西に
位置してい
るの
は
不自然であるとして 、

新古の
関
係を
逆に 、
乙
種ア
クセン
ト

が古く 、
甲種アクセン
トが

新し

い
とみてい
る ω
ア
クセン
トの

型は
無意
識下の
極めて
構造的な
もので

あ
り 、
歴
史的な
再構が
よ
り可能な
分野で 、
今後もこの
よ
うな
論が 、

さまざま
な観点から
出される乙
とを
期待したい 。

母
音を
論じた
ものに 、
服
部四郎「
柴田
武君の
奈良時
代
日
本語八
母

音且日系説
を駁す」(『言語片
岡田・
2)
がある 。
柴田武・
三
石
泰子「
奈

良時代古
期日
本語と
芝方言との
聞の
歴
史的関係」
(『言語
学論考』 、

昭日・
6)
に
対して 、
6

母音説の
立
場か
ら
批判した
もの 。
ほかに
史

的な
問題や
文献資料を
あつ
かっ
た
ものに 、
井上
史雄「
荘内方言のr

脱
落に
みる
形
態
変
化の
近代
史」
(『
東京
外
国語
大学
論
集』
白、
昭日・

3) 、
外山正
恭「郷土誌に
おける
方言記述
(その2)

l|『北越史料出雲

崎』
にみる方言記述の特徴
||」(『乙とばとくらし』

6、
昭日・
日) 、
崎村

弘
文「近世末期方言
資料と
しての
『はまおぎ』
||現代方言よりする文献

批判」
(『語文研究』
必 、
開田・
6) 、
木部暢子
「
言語地図の一
解釈

〈
捨てる〉の
九
州方言」
(『文献探究』
8 、
昭日・
6)
などがある 。
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秋
永一
枝「
東京
弁は生
きていた」(『言語生活』
日
18)

は 、
東
京

弁の
由来や
変化の
よ
うすを述べ
た
もの 。

村山七
郎『琉球語の
秘密』(筑摩書房 、
昭日・
9)
は周辺
諸語と

比較して
琉球
誇を研
究した
もので 、
諸
所に
新見解が
出さ
れ 、
琉球語

の
奥深さが
紹
介される 。
さ
らに 、
同
「火を
表わ
す琉球語」(『京都産

業大学
国際
言語
科学研
究所報』
2
13、

昭回・
7)
もある 。
中
本正

智
『図説琉球語辞典』
(カ
官
舎房金鶏社 、
昭日・
日)
は 、
語
の
分布

か
ら琉球語の
歴
史過程を
推定し 、
誇
ご
とに
時代層
を
解明した
もの 。

同
『日
本語の
原
景

|日本列島の言語学』
(問 、
昭日・
3)
に
「琉球
列島

語の
系
譜」
を収める 。
多
和田真一
郎「十九世紀沖縄
語の
動詞の
成
り

立
ち」
(『沖縄
文化』
昭日・
日)
は 、
『ク
リ
フ
ォ
ー
ド

琉
球語染』
な
ど

十九世紀の
文献に出て
くる
動詞の
形を考
察し 、
動
詞の
終止
形 、
テの

形 、
シ
テイルの
形につ
いて 、
その
形成過程を
明かに
しよ
う
とした
論

考 。
名
嘉真三
成「琉
球宮古
方言の
動詞
終止
形の
成立」
(『沖縄文化』

打
|2 、

昭日・
5)
は 、
広範に
わたる
宮古
方言の
調
査
資料に
もとづ

い
て 、
動詞の
終止
形の
成立
を考
察した
手がたい
論
考 。
宮古方
言に
お

いて
も動詞の
終止
形は 、
連用
形に
「居り」
が
付い
たと
する 。
ベ
ッ

テ

ルハ
イム
著
『琉球語と日
本語の
文
法の
要
綱』
1(『南
島文化』
昭日・

3) 、
2

(同 、
岡田・
3)
が
喜名朝昭・
伊
波和正・
森
庸夫・
高橋俊

三
の
共訳で
発
表された 。
と
れは
土井
忠生
「ベ
ッ

テルハ
イム
の
琉
球方

言に
関する
著述」(『方言』
4
1m)

に
紹
介さ
れたもの 。
ベ
ッ

テルハ

イム
の
研究の
全貌を知るために
も訳
出の
意義
は
大
き
い 。
高橋俊三

「十八
世紀初期の
沖縄
方言の
音
韻」(『沖縄国際大学文
学部紀要』 、
昭

日
・
1)
は 、
『混効験集』
な
ど
十八世紀の
文献
に
現れる
語
例を
検
討

して 、
当
時の
音韻を
考
察した
もの 。
野原三
義
「琉球方言と九州諸
方

言との
比較E」
(『沖縄国際大学
文学部紀要』 、
昭日・
1)
は 、
琉球語

とつ
ながると
恩われる語
を九州方言の
文献から抜き出し 、
比較して

い
る 。
との
ような蕊礎研
究は 、
歴
史を考えるのに
極めて
重要で
ある 。
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八 、
論文集・一
般官官

多くの
方言関係の
論
文を収める
論文集をあげる 。
柴田武・
北
村市

・
金田一
春彦編
『日
本の言語
学』
第2
巻
(大修館
書底 、
昭日・
3)

は 、
音韻に
関する過去の
重
要論文を
集めた
もので 、
方言と
関
係する

もの
と
して 、

服部四郎「音韻論」 、
同
「音韻論から見た
国語のアク

セン
ト」 、

佐久間鼎「ア
クセン
トの

型及び式」 、
柴田武「日
本語の
ア

クセ
ン
ト

体系」
などを収め
る 。
服
部
四郎・
亀井孝
・

築島裕
編
『日
本

の
言語学』
第7
巻(向 、
昭日・
日)
は言語
史に
関するもので 、
方言に

関
す
る
も
の
は 、
服
部
四
郎
「耳目
韻
法
則
の
例
外

|
琉
球
文
化
史へ
の一
寄
与
|l」、

同「ア
クセン
トと

方言」 、
同「日
本語と琉球語・
朝鮮語・
アル
タイ語

との
親族関係」 、
金田一
春彦「現代諸方言の
比較か
ら観
た
平安朝ア

クセン
ト
||特にニ音節名問に就いて
|」

などを収める 。
有精堂の『論
集

日
本語研究』
全日
巻は刊行中で
あるが 、
徳川
宗賢編『アクセン
ト』

(昭出・
2)
が
出た 。
過
去に
高い
評価を
得た論文で
入手困難なもの

を集めて
ある 。
「概説」
は柴田
武「日
本語の
アクセ
ン
ト」

以下回点 、

「
解釈」
は 、
服
部四郎
「音韻論から
見た
国語の
ア
クセ
ン
ト」

以下五

点 、
実験音声学は 、
イルジ
l・

ネウス
トゥ

プニ
i

「日
本語のア
クセ

ン
トは

高低アクセ
ン
トか」

以
下三
点 、
特殊研
究は 、
山口
幸
洋「文と

文アクセン
ト
||イン
ト、不lシヨ
ン
論」
以下六
点を
収
め
る 。
巻末

に 、
上
野諮問道
「ア
クセ
ン
ト研究

参考文献」
がある 。

藤原与一
先生古稀記念論集『方言学論叢』
全2
巻
(三
省堂 、
昭日



三雪口

6)
が
刊
行さ
れた 。
I
「方言研
究の
推進」
には 、
小林芳規「
献呈の

辞」 、
藤原
与一
「
方言学の
将来」 、
柴田武
「沖縄
平良方言の
音韻体

-EJ

 

系」 、
神
烏
武彦
ご
集落に
おける ・剖
連
母音の
動態

l1呉市阿賀町冠崎方言

rEL

 

の場合
ll」 、

井
上史雄
「音韻変化の
伝播過程

||在内左言の動詞におけるr

脱落
ll」 、

野林正
路「五
島列島方言動詞の
活用体系」 、
南不二
男「日

常
会話の
話題の
推
移

||松江テクストを
資料として
ll」 、

山本俊治
「ン・

へ
ン
をめ
ぐっ
て

ー|大阪
芸百における否定法
|』」 、

飯豊
毅一「文
法形
青海島

八
通〉の
式と
変容
||福島県北部地域方言を主例として
11」 、

岡野信子「青

海
島〈
通〉の
海部海岸部場所
名
語
架

lーその盟問構造と命名の発想とについて

|」 、
鏡
味明
克「中国四
国地
方の
地
名語
草ーその用字を中心として
|」 、

吉田則
夫「身
体部位の
形状をあらわす語集につ
いて」 、
青柳精一二
「八

丈島中之郷の
養蚕語
染」 、
室山敏昭
「生
活語集論へ
の
思念」 、
グロ
l

タlス「じゃ
がい
もと大名
|方言分布の一

例」 、
馬瀬良
雄「
方言
分布か

らみた八
混
浴〉」 、
今石元久「東八
中国山地〉
域の
方言事
象分
布の
研

究
||断定法項目のものなどについて
|l」 、

小野米一
「北
海道にお
けると
と

ばの
伝播」 、江
端義夫「シヤル
敬語
法の
分布の
新化方向

|中部地方域方

言について
11」 、

大橋
勝男
「関東地
方域方言
分派論」 、
愛
宕八
郎康隆

「肥
前長
崎地
方のパ
八を〉
成立考」 、
神部宏泰「九州肥筑方言の
仮定

条件
法」 、
佐
藤虎男
「日
本語
方言勧
誘表現法」
など
を収める 。
E「方

言研
究の
射程」
には 、
方言と
国語
史・
国語教
育・
文学の
かかわりを

論じた
もの
を
収める 。
塚原
鉄雄
「
国
語史
学と
方言研
究」 、
東辻保
和

「
平安時代
語と現
代土佐
方言」 、
小林芳規「猿投神社蔵
古文
孝経
建久

六
年点にお
ける地
方語的性格」 、
福島
邦道
「古
文献に
見える
東国
方

言語設の
問題」 、
森田
武
「目
補辞
書の
方言」 、
来田
隆
「文末表現か
ら

み
た
洞
門
抄
物」、
山
内
洋一
郎
「
地
方
資
料
と
方
言
|
南
伊
予
地
方の
著
書
良

方

記』
巻七による農業語葉」 、

鈴木博「『ズ
1フハ

ルマ』
の
長崎言葉」 、
佐々

木峻「大蔵流狂言
虎
寛本の
ナ行音文末
詞
|虎明本との比較を通して」 、

奥

村三
雄「国語アクセ
ン
ト史の一

問題
|出雲方言のアクセントを中心に
|」 、

野地
濁
家「方言指導の
史的
展
開

|批諮矯正を中心に
||」 、

小山清
「柳

田
国男の
方言指導論」 、
長
谷川
孝士
「八
赤い
烏〉
綴
方における
方言

の
問題」 、
中例正
完
「方言
教材の
考察

|小学校国語教科書〈昭和五十五年

版Vを中心K
ll」 、

白石
寿文「
藤原与一
先生の
生活語指導論の
受けとめ

私自身の生活語自覚を目ざして
」 、
木原
茂「藤原
先生の
作文教育論」 、

米谷
巌「近世俳譜と
方一宮
守|初期俳諮を中心に
|」 、

磯貝英夫
「日
本近

代文
学と
方言」
を収める 。
ほ
かに北
海道から
沖縄まで
近
代文学に
現

れた
全国
方一言が
収められている 。
方言学の
全
体系を編んだ
好著 。
岡

野信
子・
白
木進共
編
『論集「山口
県
方言の
研究」』(笠
間書院 、
昭日

・
6)
は地元
研究者の
協
力になる
著作 。
北
海道方言研
究会の
叢書第

三
巻は 、
五
十
嵐三
郎
先生古稀祝賀記念論文集『北
海道
の
と
とば』

で 、
佐
藤茂「言語
調査の
方法の一
つ
の
問題」 、
野元
菊雄「敬語
形式と

丁寧さの
段階」 、
西田
直敏「方言の
共通語化の一
面」 、
山口幸洋「静

岡県
新居町
方言の
消失動向につ
いて」 、
井上史雄
「北
海道
内の
方言

差」 、
石垣
福雄「白
本言
語地図か
ら見た北
海道における北
奥方言と
東

京語の
対立につ
いて」 、
市井外喜子
「相関係数からみた
馬鈴
薯

l|北

海道
方三宮一白を中心として
|l」 、

鈴木シル
ヴイ
「シバ
レル
とシ
ミル
の
使
用実

態
11
富
山
県
平
村
東
中
江
およ
び
北
海道
羽
幌町
平の
実態
調査か
ら
ll」、
都
竹
通
年
雄

「私が
観察した北
海道
方雪E 、
村田
武雄
「両
親の
使っ
ていた
言葉」 、

有賀正雄
「追
憶の
言葉か
ら
|

方言と外来語
」 、
八
条志馬「北
方言語

の
特
質と
批につ
いて」 、
大沢哲夫「北
海道におけるカ
変とサ
変」 、
城

野光一
「北
海道に
おける
起キレ
から起キロへ
の
変化と
起キロ
か
ら起
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キレへ
の
変化」 、
道場佼
「北
海道礼文島浜中方言に
お
け
る
文表
現

につ
い
て」 、
白
尾
忠
悦「北
海道
内陸
部の
こ
と
ば
控
戸
郡
新
十
津
川
町の
場

合
-||」 、

高橋明雄
「練
場時代の乙
とば
|1増毛地方の聞き寄きから
||」 、

川
内
谷
繁三
「
木
古
内の
製
炭
用語」 、
小
野
米一
「言語研
究と北海
道
方

言」 、
五
十
嵐三
郎
「北
海道
共通語へ
の
志向」
などを
収める 。
北海道

方言研究の
深まりを示してい
る 。

佐藤茂教授退
官記念『論集国語学』(桜樋社 、
昭日・
叩)
は 、
徳

川宗
賢「標
準語と
方言につい
て」 、
本堂
究
「現
代日
本模様垣間の
分布

||『日本言語地図』
で見て
|」 、

川
本栄一
郎
「
富山・
新潟県
境地
帯に
お

ける
方言の
地域差と年
齢差」 、
山口
幸洋
「三
重・
奈良・
和歌
山・
三

県境地
帯のアクセン
ト」 、

加藤和
夫
「詞
章を対象とした
言語地理
学

||若狭地方の八蜜とり歌Vの場合
||」 、

真田
信治「個人語支の
史的記述」 、

渡
辺
友
左「俗信と
僅言
i|
胞
衣
と
ア
ラ
イ
ゴ

||」 、
馬
瀬
良雄「
神主の
方言

をめ
ぐる
虫た
ち」 、
鏡味明克「全国分布の
中の
福井
県の
地名」
など 、

方言関係の
論考が
多い 。

『宮良当壮全集』(第一
書房)
は
刊
行中で 、
第7
巻(昭日・
1)
は

『採訪南島革開会稿』 、
第8
巻(昭日・
ロ)
は
『八重
山語葉』 、
第お
巻

(昭日・
5)
は
『
方言と語原探究』
と
方言・
言語論考 、
第叩
巻
(昭

日・
6)
は
『琉球
官話集』 、
第弘
巻(昭日・
8)
は
『日
本の
隅々
』

『風土と言葉』『対馬を
採る』
や
方言調査・
語源
考に
関する
もの
を
収

める 。
加治工
真
市「『宮良当壮全集』
の
編
集に
参加して」
(『都大論

究』
問 、
昭日・
4)
は資料
性を述べ
た
もの 。

雑
誌の
特集は
『言語生活』(制 、
昭日・
ロ)
に 、
「裏日
本か
ら日
本

海側へ」
があり 、
座談
会「わが北陸の
風土」
(北見俊夫・
杉森久
英・

篠
田
福夫・
司
会
真
回
信
治)
がある 。
『教
育
愛知』(
却

1
9)
は
「
愛
知

の
方言」
を
特集してい
る 。

一
般書で
もあり 、
研究書として
もすぐれた
著書が刊行された 。
徳

川
宗
賢『日
本語の
世界』
8

(中央公論社 、
昭回-
m)
は 、
「言葉・

西と
東」
で
あり 、
気
質や生活の
東
西の
差か
ら言葉の
差へ
と焦
点をし

ぼっ
てい
く 。

方
言の
実態や歴
史がわか
りや
すく 、
ア
クセン
ト

論など

卓説が
多い 。
外関守善『日
本語の
世界』
9

(問 、
昭日・
6)
は
琉球

方
言研
究の
総結集 。一
語源
論に
新し
い
知
見がもられている 。
松
村明

『江戸乙
とば
東京乙
とば
上下』(教育出版 、
昭回・
7)
は 、
日
常語

の
語源・
意味・
用法をたどっ
た
もの 。
川崎洋『方言再考』
(亭思社 、

昭日・
5)
は 、
全
国の
土地の
生
活にふ
れ 、
方言の
よさを
考える 。
小

松
代融一
『負ける
な方言』(熊谷
印刷出版部 、
昭回・
7)
は 、
方言

蔑視の
系譜をた
どっ
て
方言を見直す 。
橋本勇之
助『秋田の乙
とば民

俗
誌どさ
/ゆさ』(みやま
苔一民 、
昭日・
6)
は 、
随想とと
もに
方言

の
味が
紹介される 。
江口
文四郎
『新・
村の乙
とば』(や
まかた散
歩

社 、
昭日・
1)
は
雑誌連載を一
冊にまとめた
もの 。
『言語生活』
(昭

日・
1)
に
は
「あい
さつ
お
国めぐり」
が連載
中で
ある 。
『言語生活』

(制 、
昭日・
1)
に 、
佐藤亮一
編「〈
録音器〉
桃太郎の
方言訳

|宵

森から沖純まで
|l」

がある 。
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九 、
資
料・
町
村
誌

国立国語研究所では昭和田
年から飯豊毅一
・

佐
藤亮一・
真田信治

・
沢木幹栄・
白沢宏枝の一編
集で
『方言談話資料』
を刊行してい
る 。

昭和
田

年に 、
ω
「
青
森・
新潟・
愛知」
(
松本
宙・
剣
持
隼一
郎・
山
口

幸洋) 、
削「福
井・
京都・
島根」(佐藤茂・
佐藤虎男・
広戸惇) 、
昭

和田
年に 、
的「岩手・
宮城・
千
葉・
静岡」
(本堂
党・
加藤正
信・
加



藤
信昭・
日
野資純)
が
出た 。
刊
行が
完
結すれば一
大資料となろう 。

同じ
く録音資料を文
字化した
ものに 、
加
藤信昭『千葉県
方言の
自然

談話』(千葉県教育委員会 、
昭日・
3)
が
ある 。
文化庁の
時
聞に
及

ぶ
録音資料を
文字化した
もので 、
全3
巻の
予定で
続刊 。
吉田
則夫

「
方言
談
話
の
分
析

l|一
試玲
||」

(『兵庫教育大学研究紀要』
1、
昭

日・
8)
のよ
うな
談話の
分析研
究が現わ
れはじめた 。
広島県教育
委

員
会
『広島県方言緊急調査報告書』
(昭日・
3)
も談話資料の
文字

レuo，λ1

 
町
村
誌に
方言に
関する
章が
多くみられる
(『日
本方言研究会発表

原稿集』
参照) 。
そのい
くつ
か
をあげれば 、
鏡味明克「
方言編」(『三

重
県
美杉村史下巻』 、
昭日・
3) 、
西井
章・
神鳥武彦「
船越の
民
俗・

伝
承・
方言」
(『船
越町史』 、
昭日・
3) 、
中
条修・
鈴木選・
山口
幸

洋「郷
土のと
とば」
(『新静岡風土記』 、
昭日・
5)
な
どで
ある 。
江
畑

哲
夫「津市の
方言」(『津市民文化』
8 、
昭和田・
3)
もある 。
町
村

誌
編
纂に
学者が
協力
するの
は
好ま
しい
傾向といえよ
う 。

以上 、
方言研
究の
主な論
文と傾
向をみて
きたが 、
残した
著書・
論

文もあるし 、
論及の至
らない
点や
独
断も多い
で
あろう 。
御
寛恕を
乞

う
次第で
ある 。
乙
れを
まとめるに
あた
り 、
国立国語研
究所の
文献室

や
図書室の
方々
に
多大な
御
親切をい
ただい
た 。
乙乙
に
記して
御礼を

申し
あ
げる 。

||東京
都立大
学助教授
||

言方
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